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　前報において1〕，東西食文化の象徴的指標となるも
のと推定される端午の節句の食について，東酉食文化
の接点地域において調査・検討した結果を報告した・
本報においては，全国的な資料2｝に基づいて，東西食文
化の対立という立場から整理し解析した結果を報告す
るo
研究方法
　解析の対象としたデータは「日本の食生活全集」2｝の
内容を選択，整理したものである。
　この全集全50巻は各都道府県ごとに，1930年前後の
庶民の食生活をほぼ一定の基準に従って調査し記録し
たもので，日本の食文化を後世に伝える貴重な文献で
ある。この食生活全集（アイヌの巻及び索引は除く）
は各都道府県ごとに5～8地域についての調査に基づ
いているので，全地域数は300以上となる。
　まず，端午の節句についての何らかの記述が認めら
れる317地域（表1）について整理・検討して得tgデー
タを全地域データとしたe
結果及び考察
1．端午の節句の実施
　地域数317のうち，節句の行事を祝うは地域は263で
82．97％である。祝いの実施の状況を整理すると表2に
示すごとくになる。
　節句を祝う月日は図1に示した通りであって，実施
の最も早い新暦5／5は殆どが西関東（ライソa）及び西
中部以西（a’）の西日本に分布している。旧暦5／5は東
闘東・東北地方（b）と西日本に多く，月遅れ6／5は北
陸や長野に多い傾向が認められ，その東縁のライソb’
はbと一致する。
　この節句の時期は田植え，麦刈り，茶摘みt養i蚕な
どの農繁期に当たるため，農村での実施は困難の場合
が多いものと考えられる。そのため，節句をしないか，
或いは軽く行っておい七から，作業が一段落した祝い
（田植えや麦刈りの終了，養蚕の棚払いなどの）や春
祭に兼ねて行う場合も少なくない。ちなみに，殆どが
田植え前に行われているが，田植え後に行われるのは
新暦6／5または旧暦5／5の場合にのみ認められる。　節
句の呼称については，表2に示す通りであって，「端午」
の節句が最も多く，ほぼ全国的に分布している。「五月」
（五月五日）の節句及び単にr節句」も全国的である
が，前者は東北地方に，後者は中央H本に多い傾向が
認められる。「男」，「しょうぶ」については地域的傾向
が認められない。
　節句の祝いとして種々のことが行われているが，表
2に示すごとく飾りや菖蒲湯等については必ずしも多
くない。しかし，綜・餅などのご馳走は普遍的であっ
て祝う家の99．24％が作っている。端午の節句の頃は農
繁期であって実施が困難である中で，何をおいても子
ども成長を祝ってご馳走をという親心をうかがうこと
ができる。
生活科学科食物栄嚢専攻
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表1．聞き書・調査地域一覧（全地域）
客附県
??????????????????????????地　　域　　名十勝，遊束霧多布，松前，焼尻島，旭川
津軽，津軽半島，下北半傷，南部北上，衛部階上，南部三戸　　　　　’
男鹿半島，八郎潟，横手，県北鹿角，大館，田沢湖
県北軽米，．県央紫波，平泉花巻三陸沿岸，奥羽山系
村山盆地，籾山山間，最上，趾賜，庄内平野，庄内山地
仙北大崎，亘理，三陸南岸，北上丘陵，舟形山麓，阿武隈，独台
会津盆地，会津只見会津南郷，中通り北，中通り南，阿武隈山地，石城海岸，相馬
県央，県南水郷，北部山間，鹿島灘
鬼怒川，栗山，那須野，八溝山，渡良瀬川，両毛撫地
奥利根，吾妻，高崎近郊，奥多野，赤誠南麓，東毛平坦
秩父，大里児ヨ三，入間台地，北足立台，東部低地，川越商家，JII口工場
九十九里海岸，千倉，密津，舟橋漁村，舟橋二宮，南総丘陵，北総台地，利根川沿岸
深川，駒形，日本楓大崎，両國，山手青山，大森葛飾，武蔵野，多濁il上流，奥多摩，伊豆大島
横浜鎌倉，川崎，三浦半島，縮模原台地，相模川流域，足柄山間，小田原，津久井
蒲原，岩船，山古志，魚沼，頸城能生，佐渡
安曇平，木曽開田，伊那谷，諏訪盆地，佐久平，善光寺平，長野西山，飯山
砺波福野，御個山，氷見漁村，富山郊外，魚津漁村，新川農村
金沢商家，加賀平野，白山山麓，河北潟，柴山潟，能登徳成，能登吉田，能登外浦，能登内浦
福弁平野，奥越山地，越前海岸，若狭山地，若狭海岸
甲癒盆地，甲府大店，笛吹川上流，富士川流域，八ケ岳山麓，富士五湖．北都留
富士山麓，伊豆海岸，岡部，袋弁，静濁県北，浜名湖
名古屋石工，名古屋動人，名古屋商人，尾張水郷，尾張稲沢，愛知海岸，‘西三河，東三河，奥三河
古河国府，飛騨白川，飛騨高地，恵那束野，恵那串原，揖斐徳山，南輪中，長良川
伊勢平野，伊賀盆地，紀伊出間，志摩海岸
琵琶湖沖の島，琵琶湖南，五個荘，姉Jll流域，湖北余呉，朽木谷
京都近郊，出城，丹波山間，丹波平地，丹後乎地，丹後海岸
奈良盆地，いかるが，葛城山麓，大i和高原，奥宇陀，吉野州流域，十津川郷
紀ノjli，湘歌浦，熊野出間，田辺湾，熊野灘，大地
大阪町揚，大阪天満，大阪勤人，河内八尾，北河内，南河内，摂津山間，和泉海岸
神戸，瀬戸明石，播弼平野，播磨幽地，但馬海岸，兵庫丹波，淡路
岡山沿岸，南部平野，吉備高原，中国出地
広島島喚，広島湾岸，中部台地，東部高原，備北山地，芸北山地
因幡海岸，鳥取，東郷池，大山出麓，弓浜半島，伯書山間，宍道中海
出雲平野奥出雲，江の用流域石見海岸，石見山間，津和野，隠岐の島
大島，山代，長門出間，北浦海岸，長門内陸，周防南部，萩城下
東讃岐，小豆島，阿讃山麓，讃岐平野，西さぬき，讃岐瀬戸
吉野川北岸，祖谷由，那eSjll奥，阿南海岸，那賀川下流，鳴門海岸，徳島商人
香長平野，県西山地，寺川，四万十川流域，佐川盆地，足摺海岸，室戸
宇漁島，肘jll，久万山，道後平野，鈍川，燧灘
博多小倉，筑前中凱筑紫平野，筑後鮒流域，筑後南部，奥八女，豊前山間，豊前漁村，志賀島
佐賀平野，有窮海，背振山地，玄海灘，上場台地，馬渡島，有田，多良山麓
諌早彼岐，長晦島原，松浦壱岐，五島，鰐馬
阿蘇，球磨，県北，熊本近郊，八代，天草
大分郊外，豊後水道，祖母傾山，久重高原，日田盆地，宇佐平野，国東半島
高千穂，延岡，米良出地，宮崎平野，霧島北麓，都城盆地，臼南
鹿児島，南錘摩，北薩摩，霧島山麓，大隅，種子島，奄美大島
那覇，糸満，本臨中頭，瀬底島，宮古，八重山
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図1．節句を祝う日時
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表2．端午の節句の時期，呼称，食を除く祝いの方法（実施する地域数）
実施の月／日 新5／5
P13
旧5／5
P03
新6／5
S2
その他
@5
節句の呼称
端午の
ﾟ句
@136
五月の窟1
ﾟ句
@55
男の串2
ﾟ句
@37
しょうぶ昭
ﾌ節句
@　23
単に
ﾟ句
P7
その他
@6
食以外の祝の
菇@
葛蒲等桝
?P軒先
@102
菖蒲湯
@84
戸外の帖
ﾌぼり
@96
室内の申6
?閨
@35
綜餅など
??驕
@261
＊1：五月，五月五日，五んち　＊2：男，男の子，男ん子，男子　＊3：しょうぶ，菖蒲，尚武
＊4：苫蒲，蓬などを軒先に刺す，玄関屋根に上げる
＊5：鯉のぼり，吹き流し，旗のぼり，フラフなど　＊6：武者人形，座敷のぼり，武者絵など
2．団子，柏餅，餅，綜の製造
端午の節句を祝うための綜などの製造の頻度は表3
のごとくであり，綜と柏餅が圧倒的に多い。
2－1．団　　　子
　原則として飽が入らない穀物粉で作る球形のもので
植物葉で包まないものを団子であるとすると，fi　3，
図2－1に示すごとく，嬬午の節句での製造は僅かで
ある。
2－2．柏　　　餅
　柏餅は綜とともに端午の節句の象徴的な食べ物であ
る。柏餅の分布は，図2－2に示すごとく中央日本の
太平洋側と西日本に多い傾向である。その東北縁に
沿って引くことのできるライソdは柏餅ライソと名付
けることができる。
　柏餅の名称は図3に示すごとく，かしわ系（柏餅，
柏団子，柏まんじoう，かしわ等）が最も多く，柏餅
ライソの南西側で普遍的に分布しているので，境界の
ライソeとdは一致する。
　次いで多いしば系（しぼ餅，しば団子等，ライソh）
は瀬戸内海地方及び高知県に，かから・かたら系（か
からんだこ、かんから餅，かたら餅等，ライソ9）は
主に九州に分布している。その他，がめん系（がめん
の葉まんじゅう，がめの葉餅等，ライソj）が北九州
に，いびつ・えびつ餅（ライγi）が近畿南部に分布
している。サルトリイバラの別称としては“しば”の
他に“かから”，“さんきらい”“がめん鮪，“えびつ”等
があるので，さんきらまんじゅう，いぼら団子，ばら
餅等を加えて，これらは総てサルトリイパラの葉で包
んだものであることを意味している。
　その他，おさすり（ライソf）が紀伊半島南部に分
布している。
　図4に示すごとく，包む葉は大部分が柏とサルトリ
イパラであるが，その他としては朴，ミョウガ，笹，J
櫓，橡，葛等がある。
　柏葉はkライソ以南で多く利用されているが，東に
偏っている。サルトリイバラ利用は西日本に画然と分
布していて，その東縁ライン1はサルトリイパラライ
ソとでも命名できるものである。
2－－3．　　餅
　餅はかなり作られているが，その分布は図2に示す
ごとく，全国的にほぼ均一である。作られる餅の大部
分は粒橘を蒸して揚く真餅で餅全体の83％を占め，粉
餅や揚き返し餅は極めて僅かであうた。草餅は22％余
であった。
2－4．　　綜
　表3の定義に従う綜に分類されるものは110地域で
作られているが，図5－1に示すごとく，その分布の
殆どが西日本である。なお，松前と東北地方に分布す
る綜は一応綜として分類しているが形，植物葉の包み
方等でiE　3の定義から若干外れるところがあるeこの
点も考慮して，綜が密度高く分布している地域の東縁
をなぞるライソmを綜ライソとして，東西食文化を分
けるライソの一っとした。
　この綜は作り方や呼び名に違いがあり，名称をまと
めると図6の如くであり，圧倒的にちまきが多い。な
た巻は山形県にのみ認められる（qライソ）。その他の
主なものは，かや巻，茅餅，ねせ巻，ほおかむり，う
でじ巻，まき，だこ，はたっまっ等である。綜を“ち
まき”と呼称する東縁のライソPをちまきライソとし，
東西食文化を分けるラインの一一つとした。ライソPは
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図2．団子，餅，柏餅の製造
mとほぼ一致するが，佐渡の帰属が問題となる。前報U
の結果からする，このラインPの西側に位置すること
になるので，ライソmと一致する。
　図7に示すごとく，包む植物の葉は笹が多く，次い
で茅類である。チガヤ，ススキ，アシ（よし），Vコモ
等をその形から茅類としてまとめると45地域となる
（ラインr）。笹は全国的に分布しているが，茅類は中
国地方を除く西日本に多い。竹皮は九州に限られてい
る。その他の主なものは，竹葉，アベマキ，ミョウガ
等である。
2－3ド笹団子
　鮨及び蓬入りの団子を笹でもoて俵形にきちっと包
んで縛ったもの，郎ち笹団子は図5－2に示すごとく，
新潟，福島県でのみ作られている（ライソC）。
2－4．粒　　　糠
　粒綜という名称は表3の脚注に示すように，浸濱穀
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?
記号 内　容
?
? ? かしわ（柏）系 　105
2 ㊤ しば系
????
?
かから・かた系 14
O おさすり系 4
3 ● がめん系 ?
◎ えびつ系
●
．　¢Ψ・「岱
　■
一・Y！
図3．柏餅の名称
　　一6一
東西食文化のE本海側の接点に闘する研究（YIII）
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図4．柏餅を包む葉
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図5．綜，笹団子，おはぎ等の製造
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?
記号 内　容 数
1
?
ちまき・っまき 80
◎ なた巻き 4
2 ㊥ 笹巻き 13
◎ 麟 7
O その他 30
■
㌦
㌦
『．ノOも　サ●
図6．綜の名称
物粒（通常は稲米粒）を植物葉に包んでから蒸すまた
は茄でたものの総称として新たに考え出したものであ
る。三角綜，ひし巻き，あく巻き，あっまっ等が含ま
れる。
　分布は図5－2（ライソx，x’）に示すごとくであ
り，東西に大きく離れて極在している。
　種々の名称を有しており，その分布を図8に示すご
とく，地域によって多様に異なっている。
　作り方も図9に示すごとく変化ボ大きい。特に木灰
（あく）浸出液でもって米粒を処理する“あく巻き”
に注目される。米粒はアルカリ処理されることで独特
な風味が生ずる。あく巻きは山形県及び南九州に広く
分布しているが，前報1）によれば新潟県北の山北町に
も及んでいる。長崎のト　一一アク椋はトーアク液（カソ
水）でもって浸潰した濡粒を木綿袋に詰め茄でた独特
な綜である。
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表3．端午の節句におけるi綜，餅，
　　　団子などの製造（317地域）
項　　　　　　目 件　数 ％＊1
団子＊2 14 5．32
柏餅＊2 153 58．17
併申2 66 25．10
綜＊3 110 41．83
笹団子＊2 4 1．52
粒綜＊4 21 7．98
おはぎ・ぼた餅 9 3．42
おこわ・赤飯 49 18．63
その他＊5 48 1825
すし （22）
混ぜ飯 （19）
菓子 14 5．32
その他のご馳走＊6 77 29．28
魚料理 （37）
煮物 （54）
合計 565
＄1：実施263地域に対する％
＊2：前報1）の表2脚注参照
＊3：穀粉を練って作った団子（鵤無しまたは入り）
　　　を茅，笹葉等で細長く包みい草などできちっと
　　　縛り，蒸すか茄でたもの
＊4：浸潰穀粒を笹葉などに包んで蒸すまたは茄でて
　　　作る綜
＊5二穀類から作る団子・椋・餅以外のご馳走
＊6：穀類以外で作るその他のご馳走の主なもの
2－5．おはぎ，おこわ及び菓子
　おはぎ及びおこわは表3，図5－2に示すごとくで
あり，おはぎは少なく，おこわが多い。おこわはライ
ソn以南の太平洋Md，特に関東地方でおこわが多く作
られている。おこわの呼称の比率はおおよそ赤飯3，
おこib　1，その他1の比率であったが，地域分布につ
いては一定の傾向が認められなかった。
　菓子の用意は表3，図5－3に示す如くであり，全
体としては多くないが主に九州に偏っている。
2－6．穀物から作るその他のご馳走
　すし及び混ぜご飯の分布は図5－－3V：示すごとくで
あり，共にoライソ以南の関東南部以西の太平洋側及
び中国地方で多く作られている。
3．総合的な考察
3－1．東西の対立
　食文化の東西という立場からすると，顕著な対立が
認められない場合として餅の製造があり，例数が少な
くて不明確のものとして団子及びおはぎの製造があ
る。
　顕著な対立が認められものが多く，柏餅の製造とそ
れを包む葉の種類、綜の製造と呼称及び包む葉の種類，
おこわ及びすし，混ぜ飯の製造等がある。
3－1．食文化を分けるライン
　各項目の全国的な分布から食文化のライソを幾つか
を引くことがでぎる。
　ライγは大きく3群に分けられる。第1群は中央日
本をほぼ南北に通過するもので，大きく日本の食文化
を東西に分けるものであり，ライソ1，m，　P，　rが
所属する。第2群は東北及び北陸（場合によっては更
に山陰を加えて）とその他を大きく分けるもので，挿
入地図上ではほぼ水平に走っている（ラインd・e・
k，n，　o）．第3群は各地域で小さくまとまった食文
化の境界を示すライソであって，ライソc，f，9，
h，　i，　」，q，　t，－U，　V，　W，　W’，　X・X’・y・
Z等がその例となる。
　第1群も第2群も共に，食文化の東西を分けるもの
であるが，第1群は東西の文化的対立が比較的強く現
れた場合であり，第2群はそれが風土の影響を受けて
モディファイされたものと考えられる。
　日本は東北から南西に向かって細長く高緯度から低
緯度へと存在しているので，西から東への移動は低温
化を意味している。また，目本海側と太平洋側とでは
気候的に大きく相違している。この二つの因子から，
日本は風土上いくつかの地域に分けることできる。特
に，作物の生育や農作業に対する冬季の降雪と低温の
影響から、東北地方及び日本海側とその他の地域との
違いが大きい。このことが結果としてライソ第2群を
生んだものと考えられる。
　類似した位置を通過するものとして自家醸造味噌に
　おける米・麦味噌を区別ライγがある3・4）。味噌の製造
　も風土の影響を強く受けるためである。端午の節句も
農繁期での行事であり，天然産の植物葉を多く利用し
　て椋・餅などを作るため，風土の影響も受ける可能性
　が高い。
　　多彩な第3群の存在は，端午の節句が各地において
　長期間伝承され生活に密着してきたことを意味する。
　その中でも，サルトリイパラの利用と名称の多様性に
　基づくものが多く，注目に値するe
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東西食文化の日本海側の接点に関する研究（、「ll1）
?
記号 内　容
?
?
⑭
?
60
2 ⑳ チガヤ，ススキ 22
?
アシ（ヨシ） 20
3 ? マコモ 3
◎ 竹皮 4
O その他 7
?
o
〈　工）
o　　o
■
ノ．
o
。．㊤ 6’
??
o （2）
“　o　or　．　xx
も 　　り5・m’
　図7糠を包む葉
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?
?
（　1　）
図8　粒綜の名称
　また，粒綜に灰（あく）を利用することの東西での
極在的対応にも興味がもたれる。既存文化の中央分断
のなごりであるのか，文化の点的伝播に基づくものか，
今後の課題と考えられる。
　　　　　　　　結　　　び
前報に引き続き，端午の節句について食文化の東西
の対立の立島で検討した。検討の対象としたデータ
ソースは聞ぎ書・日本の食生活全集である。
　端午の節句時全国的に分布する行事であるので，食
文化に関する全国的なデータとして比較検討が可能で
あり，その結果いくつかの興味ある結果が得られた。
　特に顕著な東西の対立が認められたのは，柏餅の製
造の有無と包む葉の種類（柏とサルトリイパラ），綜の
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東西食文化の日本海側の接点に関する研究（、TIII）
一「? 記号 内　容 数 ?記号鏑容囲
1 A 三角形 14 ・！布袋　　…
1圏 長方形 8 3
　｛　　　　　　1㎝1㊧…灰浸出液を齪閣
2 ㊤
?
13 　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　i〃を使用しない　：101　　　　・」・一一一→
L｝㊥ 竹皮 8 軌トーアク液を観一｛　　　　　＿－」
?
　　く　1　）9
’　△
ノ．
o
‘．o
≦多’
　　▲
（2）
゜　◎Ψ・も
　　　　，　　v
°°E〆’
図9　粒綜の製造法
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製造の有無と包む葉等（チガヤ頚，竹皮）であるe
　逆に，食文化の束哲の対応も認められた。この対応
はlll形を中心とした地域と南九州という飛び離れた2
地域において粒綜の蟹造及び木灰浸出液の利用という
形で存在した。
　その他，食文化が地域的にまと’2’って認められケー
スもかなり存在した。特に，綜や餅類の名称で顕tt一で
あった。
　本報では各項§について独立に検討してきたが，多
変量解斬法によって鍍数の項目について同特に検討L
た結果は次報で報告する。
　なお，本研究をご支援して頂いた財団法入日本食生
活文化財団に深謝致しますe
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